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「教
師
教
育
に
お
け
る

最
高
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
」

兵
庫
教
育
大
学
　
理
事

・
副
学
長

福

本

謹

平
成
２４
年
６
月
に
文
部
科
学
省
が
示
し
た

「大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
を
具
体
化
す
る

た
め
に
、
マ
ヽ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
が
国

立
大
学
法
人
の
機
能
強
化
を
目
的
と
し
て
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
と

は
、
各
大
学
法
人
が
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

化
す
る
こ
と
で
現
在
果
た
し
て
い
る
教
育

的

。
社
会
的
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
が
、
兵
庫
教
育
大
学
は
、
既
に
ミ

ツ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示
し
て
教
師
教

育
の
先
導
的
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
に
疑

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
機
能
強
化
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
学
部
教
員
養
成
課
程
で
の
教
員
採
用
率

全
国
第
１
位
と
い
う
実
績
や
様
々
な
先
導
的

取
り
組
み
の
成
果
の
継
続
性
な
ど
枚
挙
に
い

と
ま
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
実
践
学
の
構
築

に
も
つ
な
が
る

「理
論
と
実
践
の
融
合
を
め

ざ
す
共
同
研
究
」
の
実
施
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
成
果
や
実
績
が
兵
庫
教
育

大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
の
形
成
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
ル
イ

・
ヴ
イ
ト
ン
は
パ
リ
郊
外
の
ア
ニ
エ

ー
ル
と
い
う
小
さ
な
工
場
町
に
誕
生
し
た
バ

ッ
グ

・
メ
ー
カ
ー
で
し
た
が
、
１９
世
紀
の
蒸

気
機
関
車
や
船
に
よ
る
旅
行
ブ
ー
ム
に
乗

っ

て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
鞄
を
生
み
出
し

た
こ
と
が
現
在
の
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー

・
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
は

一
体
、
教
師
教
育
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド

を
形
成
す
る
要
件
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
よ
つヽ
カ

そ
れ
ら
の
要
件
を
自
分
な
り
に
考
え
ま
す

と
、
モ
ー
ド
の
選
別
、
永
続
的
価
値
、
学
び

の
楽
し
さ
の
創
出
、
ラ
ポ
ー
ル
の
醸
成
、
と

い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

モ
ー
ド
の
選
別
と
は
、
臨
機
応
変
に
時
の

改
革
的
契
機
を
見
逃
さ
ず
に
即
応
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
兵
庫
教
育
大
学
が
時

宜
を
得
た
方
略
を
創
出
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
文
科
省
か
ら
期
待
を
も

っ
て
Ｇ
Ｐ
や
特

別
経
費
を
獲
得
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

永
続
的
価
値
と
は
、
教
師
教
育
へ
の
考
え

方
に
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
、
確
か
な
歩
み
を
構

築
す
る
持
続
的
な
過
程
を
重
視
す
る
こ
と
で

す
。
教
育
現
場
の
ユ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
教

育
課
題
解
決
に
向
け
て

一
貫
し
た
姿
勢
で
取

り
組
む
と
い
う
創
立
以
来
の
方
針
を
今
後
も

堅
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
び
の
楽
し
さ
の
創
出
と
は
、
学
び
を
ど

う
有
意
味
な
も
の
と
し
て
紡
ぎ
出
せ
る
の
か

と
い
う
視
点
で
す
。
「
エ
デ
イ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
」
と
い
う
造
語
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

教
育
と
娯
楽
と
を
等
価
な
も
の
と
し
て
統
合

し
た
学
び
の
姿
で
す
。
ウ
オ
ル
ト

・
デ
イ
ズ

ニ
ー
は
、
エ
プ

コ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
施

設
を
１
９
８
０
年
代
初
期
に
開
園
し
ま
し
た

が
、
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
本

学
で
も
設
置
さ
れ
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

。
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
促
そ
う

と
い
う
目
論
み
も
あ
り
ま
す
。
ア
ク
テ
イ

ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
講
義
に
お
い
て
も
座

学
で
は
な
く
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
型
あ
る
い
は
体

験
型
の
教
授
法
で
、
学
生
同
士
の
主
体
的
な

関
わ
り
や
試
行
錯
誤
に
よ

っ
て
学
び
を
構
成

し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
の

学
び
は
、
認
知
主
義
的
で
定
型
化
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
教
師
教
育
の
学
び
に
豊
か
さ

と
楽
し
さ
を
演
出
す
る
も
の
な
の
で
す
。

ラ
ポ
ー
ル
の
醸
成
と
は
、
一薔
つ
ま
で
も
な

く
大
学
教
員
と
学
部
生
、
院
生
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
就
学
指
導
に
丁

寧
に
あ
た
り
、
教
育
的
役
割
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
そ
の
信
頼
関
係
を
築
く
基
本
で
す

が
、
大
学
教
員
の
多
忙
化
等
の
理
由
に
よ
り

充
分
な
対
応
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

Ｆ
Ｄ
活
動
な
ど
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
延
長
上
に
大
学
院
や
学
部
の
同
窓
会
組

織
を
充
実

。
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
言

え
ま
す
。
嬉
野
台
地
に
学
び
の
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
戻

っ
て
も
ら
い
、
同
窓
会

へ
の
参
加

を
常
態
化
す
る
に
は
、
教
員
と
院
生

。
学
部

生
の
関
わ
り
の
濃
密
さ
と
信
頼
感
な
く
し
て

は
不
可
能
で
す
。

こ
う
し
た
要
件
を
満
た
し
つ
つ
、
兵
庫
教

育
大
学
は
現
職
教
員
の
研
鑽

・
研
修
の
場
と

し
て
、
ま
た
新
人
教
員
の
養
成
に
お
い
て
そ

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
輝
く
も
の
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
他
の
大
学
と
も
連
携
協
力

し
な
が
ら
、
教
員
養
成
の
高
度
化
を
通
じ
て
、

教
師
た
ち
の
向
こ
う
側
に
い
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
形
成
を
等
し
く
確
か
な
も
の
と
す
る

教
師
教
育
機
関
の
最
高
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
同
窓
会
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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め
韓
一
し
た
。
総
会
で
は
表
彰
者
４
名
に
加
え
、
役
員
を
辞
さ
れ
た
５
名
ヘ

●
．　
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
井
戸
兵
庫
県
知
事
の
ご

臨
席
他
、
元
学
長
や
元
教
授
の
ご
参
加
も
あ
り
、
懐
か
し
い
顔
合
わ
せ
が
で

き
、
と
て
も
心
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲実践発表町臣路市の小中一貫教育推進における

兵庫教育大学との連携』     ▲記念請演『平清盛と神戸』 ▲来賓挨拶
白鷺中学校 横内 悪前校長  山口 偉一教頭 園田学園女子大学名誉教授   兵庫県知事
白鷺小学校 西田耕太郎教頭            田辺 員人氏       丼戸 敏三氏

巡 検
海外居住者の多様な文化や在神の外国宗

教施設などを巡りました。

▲神戸ムスリムモスク

**出 版のお知らせ **
兵庫教育大学大学院同窓会発行

教職の先達 (20102011)

兵庫大会にあわせ倉1刊されました。「学校教

育の理論と実践の融合」に向けて、実践から

気づきを得て、理論に学ぶ、そして再1支実践

に移すという枠組みにおいて、「り「鑽を継続す

る高志をイ・fした教師をめざす、我々兵庫教fj

大学大学院同窓生の使命感や心意気を可視化

するひとつとしての論集です=

機
議
町
●

■　　　証一
・
一

一
一

一

一

め
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

＊
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

同
窓
生
か
ら
の
声

毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
都
合
が
つ
か
ず
欠
席
し
ま
す
。

大
橋
会
長
さ
ん
、
士
‐‐‐
田
度
参
与
さ
ん
、

西
川
計
会
長
さ
ん
、
事
務
局
の
方
々
は

じ
め
、
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い
。
当
方
、
宮
城
支
部
発
展
の
た
め

微助け炉れ罐動れ筆赫りけＪげお

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

▲神戸ジヤイナ教寺院

▲神戸ハリストス正教会
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演
「
平
清
盛

と
神

戸
」

律
令
制
の
動
揺

平
安
遷
都
が

な
ぜ
行
わ
れ
た
か
？

１
０
０
年
前

（一／
０
１
年
）
に
大
宝
律
令
が

で
き
て
い
る
。
今
の
日
本
も
そ
う
だ
が
、
公

的
な
法
に
よ
っ
て
日
本
中
を

一
律
に
支
配
す

る
と
い
う
政
治
体
制
が
完
成
し
た
。

そ
の
対
極
の
こ
と
ば
は
、
私
的
な
、
力
に

よ
る
多
元
的
支
配
。
古
墳
時
代
は
地
域
の
有

力
者
が
力
を
持
っ
て
い
て
仕
切
っ
て
い
た
。

一象
族
を
有
力
な

一
族
ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
し
た
。
そ
の
方
法
は
親
分
に
タ
イ
ト
ル

（お
び
レ
」、
ふ
ひ
と
な
ガ
一）
を
与
え
、
家
族

（氏
）

ご
と
に
か
ば
ね

（姓
）
で
つ
っ
て
た
シ
ス
テ

ム

（
氏
姓
制
度
）。

西
暦
６
０
０
年
を
境
に
し
て
、
中
国
で
公

的
に
文
章
化
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
全
国
を

一

律
に
支
配
す
る
政
治
モ
デ
ル
が
で
き
た
。
５

８
９
年
隋
の
国
、
６
１
８
年
に
唐
の
国
が
で

き
る
。
こ
れ
に
い
ち
早
く
気
付
い
た
の
が
聖

徳
太
子
で
あ
ろ
う
。
６
０
７
年
、
６
０
８
年

に
小
野
の
妹
子
を
大
使
に
隋
に
使
者
を
派
遣

し
た
。
し
か
し
蘇
我
氏
に
は
た
ち
う
ち
で
き

な
か
っ
た
。
大
政
治
改
革
で
あ
る
大
化
の
改

新
を
行
い
、
大
宝
律
令
を
制
定
し
、
公
的
な

法
的
支
配
を
行

っ
た
。

７
０
１
年
に
作
ら
れ
た
大
宝
律
令
も
１
０

０
年
た
つ
と
ゆ
る
ん
で
く
る
。
新
し
い
都
で

新
し
い
改
革
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
の
が
平

安
遷
都
。
こ
れ
が
平
安
前
期
。

平
安
遷
都
ま
も
な
く
か
ら
法
律
に
よ
る
治

安
維
持
の
体
制
が
く
ず
れ
て
い
く
。
地
方
の

混
乱
の
中
で
、
国
府
の
役
人
や
荘
日
の
荘
官
、

有
力
な
農
民
は
同
族
の
若
者
や
従
者
を
武
装

化
し
自
警
し
た
。
こ
れ
が
武
士
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。
武
士
は

「音
読
み
」
で
あ
る
。
中

国
か
ら
漢
字
が
伝
わ
り
、
「武
士
」
と
い
う

言
葉
は
中
国
の
言
葉
。
武
器
は
モ
ノ
と
呼
ば

れ
、
モ
ノ
を
持
つ
夫
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

武
士
は
集
団
化
し
、
強
力
な
武
士
団
と
な

っ

た
。
地
域
の
連
合
体
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
ｃ

平
安
中
期
か
ら
後
期
。

集
団
化

見
上
げ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
棟
梁
が
出
て

く
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
大
き
な
連
合

体
の
象
徴
的
代
表
が
棟
梁
で
あ
る
。

「平
高
望
」
が
桓
武
の
ひ
孫

「平
」
姓
を

与
え
ら
れ
た
。
上
総
介
の
後
、
東
国
の
大
武

士
団
に
。
桓
武
平
氏
と
呼
ば
れ
た
。

「源
経
基
」
は
清
和
天
皇
の
孫

「源
」
姓
。

足
立
郡
司
と
対
立
し
帰
京
。
承
平

・
天
慶
の

乱
。
清
和
源
氏
。
息
子
の
源
満
中
が
源
氏
の

基
礎
を
作

っ
た
。
川
西
市
猪
名
川
の
農
場
を

手
に
入
れ
た
。
源
氏
の
本
家
は
川
西
。
分
家

は
大
阪
府
太
子
町
に
住
み
つ
き
、
発
展
し
河

内
源
氏
と
な
る
。
そ
の
子
孫
が
頼
朝
．

平
清
盛
の
覇
権

平
清
盛
は
、
保
元
の
乱
と
平
治
の
乱
で
頭

角
を
あ
ら
わ
し
、
番
犬
の
親
分
と
言
わ
れ
て

い
た
も
の
が
大
政
大
臣
と
な

っ
た
。　
一
円
の

公
卿
化
を
行
い
、
公
卿
１６
人
、
殿
上
人
３０
人
．

西
国
武
■
を

「家
人
」
化
し
た

．^
地
頭
制
の

萌
芽
〓
荘
園
を
５
０
０
か
所
持

っ
て
経
済
基

盤
と
し
た
。
１
１
７
１
年
に
娘
徳
子
を
高
倉

天
皇
に
嫁
が
せ
、
徳
子
は
中
宮
と
な
り
、
言

仁
親
王
が
生
ま
れ
、
後
の
安
徳
天
皇
と
な
る
．

１
１
８
０
年
、
天
皇
の
外
戚
と
し
て
力
は
最

高
と
な
る
。
以
前
藤
原
氏
が
や
っ
て
き
た
や

り
か
た
と

一
緒
と
い
え
る
。
そ
の

一
方
で
、

武
士
を
組
織
化
し
て
家
臣
と
し
て
い
っ
た

古
代
の
貴
族
政
治
と
、
中
世
の
武
家
政
権
の

橋
渡
じ
と
な
る
、

平
氏
の
福
原
の
荘
ｃ
摂
津
の
国
。
今
の
神

戸
駅
の
あ
た
り
。
造
成
地
を
新
開
地
と
呼
ん

だ
。
神
戸
駅
は
南
北
に
な

っ
て
い
る
。
宇
治

野
川
の
流
域
の
田
畑
と
旧
湊
川
の
田
畑
を
合

わ
せ
た
土
地
が
福
原
の
荘
。
平
清
盛
の
弟
平

頼
盛
の
山
荘
が
あ

っ
た
。

大
和
田
の
泊
の
存
在
に
気
付
く
。
宋
の
貿

易
の
拠
点
に
し
よ
う
と
し
た
。
弱
点
で
あ
る

南
西
の
風
を
防
げ
た
ら
安
全
と
考
え
、
塩
槌

山
を
け
ず

っ
て
築
島

（経
が
島
）
を
造

っ
た
ｃ

福
原
遷
都

０
福
原
に
都
を
移
し
た
。
（福
原
遷
都
）

新
都
着
工
（６

・
９
）
和
間
の
松
原
の
西

を
原
点
に
し
て
町
づ
く
り
を
行

っ
た
。

そ
の
間
、

頼
朝
挙
兵

（８

・
１
７
）

源
義
仲
挙
兵

（９

，
７
）

富
士
川
の
戦
い

（１０

・
２４
）
で
敗
れ
、

維
盛
ら
帰
着
。
完
成
予
定
だ

っ
た
Ｈ
月

平
安
遷
都
決
定

は

平
清
盛
、
死
去

心
労
の
た
め
か
、
熱
病
で
死
去
。

（１
１
８
１
年
間
２

・
４
）

福
原
遷
部
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
文
書
を

紹
介
し
ま
す
。

地
理
的
見
識
に

一異
打
ち
さ
れ
て
い
た

福
原
遷
都

福
原
遷
都
の
決
断
は
大
き
な
地
理
的
見
識

三
異
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
陸
上
交
通
の
面
で

六
甲
山
地
と
大
阪
湾
岸
に
挟
ま
れ
た
神
戸

は
、
西
か
ら
畿
内
に
入
る
関
門
の
地
で
、
大

輪
田
泊
が
あ
り
瀬
戸
内
海
航
路
が
直
結
し
て

い
る
。
し
か
も
こ
の
港
を
修
築
し
て
宋
と
の

貿
易
を
考
え
る
。
遣
唐
使
廃
止
後
約
２
５
０

年
も
た
り
、
国
際
性
を
失

っ
て
い
た
当
時
の

一
般
リ
ー
ダ
ー
達
と
は
桁
違
い
の
見
識
を
持

っ
て
い
た
と
言
え
る
。

神
戸
に
港
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
は
嬉

し
い
が
、
頼
朝
と
違

っ
て
、
都
を
移
そ
う
と

し
た
よ
う
に
従
来
の
価
値
観
を
払
拭
で
き
な

か
っ
た
の
が
清
盛
の
限
界
だ

っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

―

大
河
ド
ラ
マ
と
街
か
ど
学

―

講
師
　
園
田
学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授

田

辺

」県

人
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実 践 発 表
◆

は
じ
め
に
◆

平
成
２‐
年
度
よ
り
、
「姫
路
市
小
中

一
貰

教
育
推
進
モ
デ
ル
校
」
の
指
定
を
受
け
、
共

通
の
学
校
教
育
＝
標

「確
か
な
学
力
を
基
盤

と
し
た
　
総
合
的
な
人
間
力
の
育
成
」
を
掲

げ
、
日
々
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
ド
ー
ナ

ツ
化
現
象
に
よ
っ
て
、
減
少
し
た
児
童
生
徒

数
を
補
う
た
め
、
平
成
２２
年
度
か
ら
は
小
学

校
１
年
生
の
み
校
区
外
募
集
を
行

っ
て
お

り
、
現
在
で
は
、
約
５
割
の
児
童
生
徒
が
校

区
外
か
ら
通
学
し
て
い
る
。

◆
教
育
課
程

の
特
色
◆

小

・
中
学
校
の
９
年
間
を
前
期

・
中
期

・

後
期
の
３
つ
の
段
階
に
分
け
、
「習
得

・
活

川

・
探
究
」
の
指
導
を
ど
の
学
年
で
も
大
事

に
し
な
が
ら
、
特
に
前
期
で
は
習
得
、
中
期

で
は
活
用
、
後
期
で
は
探
究
に
重
点
を
お
き

・姫
路
市
の
小
中
二
貫
教
育
の
推
進
に

お
け
る
兵
庫
教
育
大
学
と
の
連
携

―
姫
路
市
立
白
鷺
小

。
中
学
校
を
事
例
と
し
て
―

発
表
者
　
姫
路
市
立
自
鷺
中
学
校
　
′ｌｊ‐ｊ
校
長

●
●
・　
　
・●
・　

　

●
・　
教

姫
路
市
立
白
鷺
小
学
校
　
教

り! 頭

西 山 横

田 国 内

耕
偉
太 ‐

郎 一 悪

指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
で
の
学
級
担
任
制
か
ら
中

学
校
の
教
科
担
任
制
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

が
で
き
る
よ
う
に
中
期
か
ら
教
科
担
任
制
を

積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
具
体
的
に
は
小
学
校
の
外
国
語
活

動

・
音
楽

・
算
数

・
体
育

。
図
画
工
作
の
授

業
を
中
学
校
教
師
が
、
中
学
校
の
理
科

・
算

数

・
家
庭
科
の
授
業
を
小
学
校
教
師
が
担
当

し
た
り
、
小

。
中
の
児
童
生
徒
が

一
緒
に
授

指導段階・方法
」ヽ5 /1ヽ 6

学級担任制

生活 学習習慣を身に
つけさせ、「自分Jを大切
にする児童を育てる。

教科担任制の段階的導入

自ら学習できる力を身
につけさせ、「相手Jを思
いやる児童生徒を育て

る。

教科担任制

自分の個性を伸ばし、
自己実現を図るととも
に「社会Jに貢献できる
生徒を育てる。

9年間の連続性とスムーズな接続

中学校美術科教師によ

る図画工作科の授業
小学校教師による理科の授業

中学校教師とのl「

授 業 交 流
(異校種教師による授業)

中学生と小学生の交流学習

・合同学習

中学生が小学

生の学びをサ

ポートする

。合同授業

4ヽ・中学生が一

緒に行う授業

小日中児童生徒 合同行事
コミュニケーションカの向上 自尊感1青の育成

新入生歓辺行事

白鷺なかよし班 編需1会

1探 究

中 1    中2   中3  1

| ・・ 躍〒訂

|

J.輻‐
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白鷺スポーツフェスティバル

業
を
行
う
合
同
授
業
や
、
中
学
生
が

「ミ
ニ

先
生
」
と
な
っ
て
小
学
生
を
教
え
る
合
同
学

習
会
や
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
活
動
等
を

通
し
て
、
思
い
や
り
の
心
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
、
自
己
有
用
感
の
育
成
を
図

っ
て

い
る
。

一
方
、
地
域
も

「学
校
支
援
地
域
協
議
会
」

を
組
織
し
、
こ
の
小

・
中

一
貫
教
育
を
強
力

に
支
援
し
て
い
る
。
協
議
会
は
地
域
の
諸
団

体
長
や
保
護
者
代
表
で
構
成
さ
れ
、
学
校
の

教
育
全
般
に
つ
い
て
協
議
し
、
学
校
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
。

◆
兵
庫
教
育
大
学

と
の
連
携
◆

「国
立
大
学
法
人
兵
庫
教
育
大
学
と
姫
路

市
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、

大
学
研
究
者
の
支
援
を
得
て
、
先
見

・
専
門

性
に
富
ん
だ
教
育
実
践
を
推
進
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
「学
力
調
査
及
び
生
活
調
査
」

「校
内
研
修
」

「授
業
改
善
の
具
体
的
方
法
」

「小

。
中

一
貫
教
育
の
推
進
」
な
ど
の
領
域

で
市
内
１０
校
に
年
間
５
回
程
度
大
学
教
員
の

派
遣
を
受
け
て
い
る
。

兵
庫
教
育
大
学
の
先
生
方
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
姫
路
市
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
１９
、
２０
年
度
に
か
け
て
、
５
教
科
と
道

徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
「姫
路
市
小
中

一
貫
教
育
標
準
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し

た
。
平
成
２‐
、
２２
年
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領

に
準
拠
す
る
と
と
も
に
新
た
に
音
楽
科
、
図

画
工
作

・美
術
科
、
図
画
工
作

・
家
庭
科

・
技

術
家
庭
科
、
体
育

・
保
健
体
育
科
、
特
別
活
動

を
加
え
、
「改
訂
版
　
姫
路
市
小
中

一
貫
教

育
標
準
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
た
。

◆
成
果
と
課
題
◆

０

成

果

。
い
わ
ゆ
る

こ
通
い
回
る
」
研
究
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
そ

の
時
々
に
応
じ
た
、
研
究

の
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

・
先
進
校
の
研
究
の
成
果
や
進
歩
状
況
な
ど

の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
本
校
の
小
中

一
貫
教
育

の
ね
ら

い

（小
中

の
協
働
実
践
研
究
を
通
し
て
授
業
力
を
向
上

さ
せ
、
子
ど
も
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
）

に
合
致
し
た
、
授
業
研
究
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

②

課

題

・
学
識
経
験
者
の
連
絡
調
整
を
ど
の
よ
う
に

図

っ
て
い
く
か
。

・
継
続
的
に
研
究
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

財
政
的
な
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て

い
く
か
。

学校支援地域協議会

地域の話」体長や保護者代

学校教職員と学校の教育全般
について協議し、学校を支援
する

毎月第 1.3土曜日 午前9時～11時

小学校4年生から中学校3年生対象

サタデースクール

兵庫教育大学との連携

(2)授業づくりにかかる連携

・教科ごと

H23年度 5教科
H24年度 5教科1部会
※ 姫路市教育委員会
「教育実践研究助成事業」

算数・数学分科会
|   __
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平成24年度 教育実践研究活動等に係る受賞者
本表彰事業は平成22年度から実施しています。

兵庫教育大学大学院学校教育研究科の修了生本人、または構成員とする団体の教育実践研究活動等における

顕著な成果や功績に対し、学長と同窓会長の連名において表彰を行うものです。

本年度受賞されるのは次の4名 (嬉llr2賞 1名、奨励賞 1名、特別賞2名 )の下ii」の方々です。

なお、本表彰候補者として推薦があった次の方々は、教育実践研究活動等における実績評価に加え、大学院

同窓会会長として大学及び大学院同窓会の発展に大きく寄与されたゆえをもつて、「特別賞」を贈ります。

兵庫教育大学大学院同窓会感謝状が贈られる者
長年にわたり同窓会役員をお務めいただき、本会の発展にご尽力くださいました次の方々が、平成22・ 23

年度に役員を退かれました。本部活動の展開はもとより、各都道府県支部の要となつて精力的にお務めくださ

り、その功績は非常に大きいものがあります。

深く感謝の意を表し、同窓会員の総意をもつて感謝状と記念品をお贈りします。

編集 4えに

Ｏ
Ｈ
良
居
タ
イ
ム
ス

（山

田
県
川
防
大
島

町
）

一卸“ツ知”̈
蒻“崚

ご
支
援

・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
な
ん
と
か
職
責

ス
ム

報
発
行
８
同
）
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
わ
鮫
ギ
か
一つ ま
れ
財
げ
大

一^
」

続
き
、
九
州
大
会
、
山
口
大
会

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

大
会
等
で
、
多
く
の
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
・●

（山
口
県
　
西
川
敏
之
）

氏  名 修了年月側)

|キ攻・コース名 受 賞 理 由

嬉
野
賞
難 波 治 彦
(岡 山県)

‖イ1不‖59(1984)11
3月 (31111)

教科 領域教育専攻
rl然系コース

ll「科教材の自主開発並びに教育実践に長年を携わり、理論と実験を融

合させた数々の理科指導法を確立した。これらの成果に対し、科学lllK

興に係わる公的各機関から数多くの表彰を得ている。

奨
励
賞
池田恩四郎
(愛媛県 )

llr椰159(1984)年
3月 (3期 )

教科 領域教育専攻
「1然系コース

頻繁に開かれる市自然観察教牢で児童生徒への現地指導を重ね、また、

教11に は教材開発や指導方法改善のための研修指導など、非常に豊富

な指導実績があると共に、教員育成にも貢献し続けている。

氏   名 修 r年月側)

!与攻・コース名 受 賞 理 山

特
　
別
　
賞

吉 田  廣
(兵庫県 )

Hイ 1不1157(1982)年

3月 (1期 )
学校教育専攻

教育方法コース

l「教育委員長及び市教育長の経歴がある。本学大学院修了後、県教育

行政に携わった経験を生かして市教育の充実と発展に尽力し、相応の

成果をあげた。

同窓会会長 (第 5代)を 7期 14年にわたり務める。

山 下  裕
(広 島県 )

昭禾|161(1986)年

3月 (5期 )

教科・領域教育専攻

芸術系コース

県教委指導職また学校長として精力的に組織を牽′JIし、教育現場の正

常化並びに教員の育成に多人な成果を上げた。

同窓会会長 (代 6代 )を 1期 2年務め、都道府り]t連携It進本部設置に

関わり、その後の大学と同窓会の連携の礎を倉1つ た。

氏   名 ri攻 ・コース・期 ) rt .y 2 t t1t:t 辞した時の役職

l 柳  `11 和  男 学校教fi ttl攻 生徒指導コース 1期 関東 (「彙鳴り 招
`道

府り[t評議員

2 須  山  嘉七郎 学校教fi専攻 教育経営コース 6サ Ul 中部 tliif+ t'iiitllr,ft

3 牛 田 敏 雄 教科・微域教fi専攻 言語系コース 4期 中部・東海 (1重リス)

4 大 久 保   勉 学校教fi lJ攻  教育経営コース 10期 東中国・四国 (岡 III県 ) 理事・都道府県評議員

5 竹 内  チカ子 学校教育専攻 教育方法コース 9川 l ナLり11 irlrf;lll (lit,rrtI) 悧
`道

府りlt評議員

6 糸  数    岡1 教科 何:域教fi専攻 言語系コース 6期 九州 irlrf;l[ 1;,1,1r91,11 淵
`道
府り:t評議員
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不斗   日 予 算 額 決 算 額 増   減 ●
可 要

本 費 3,750,000 4,513,860 763.860 291名 +10名

繰  越  金 7,786,492 7,786,492 0

雑  収  入 508 98,057 97,549 利息 組織部返金

口 11,537,000 12,398,409 861,409

兵庫教育大学大学院同窓会第30期決算報告書
(収入の部 ) 自 平成23年 6月 1日 ～至 |`え成24年 5月 31日

山 鎮 道

～ *～ *～ *～ 監 査 報 告 ～ *～*～ *～
上記の第30期決算報告並びに運営積立金会計を監査した結果、正確であることを認めます。
平成24年 5月 31日

兵庫教育大学大学院同窓会監事長 望 月   茂
同 監事 中 根 弘 之 ・ 早 川  求 ・ 廣 岡 俊 二

(支出の部)

款 万!
予算額 決算額 ナ曽  力成

款 項
予算:符 1 決算額 増  減

款  項  目 款  項  目

総

務

部

役員会費 旅  費 650,000 852610 △202,610

広
　

　

報

　

　

部

会報印刷費
印 刷 費 280,000 244,912 35,088

渉 外 費 会1:旅費等 25,000 23、520 1,480 発 送 費 8,ⅨЮ 10,240 △2,240

冊子印刷費 口J111`t 107,000 80.275 26,725

事 務 費

需 要 費 5,COЭ 1,250 3,750

事 務 費

需 用 費 5,000 0 5.000 通 信 費 1,(IЮ 500 500

通 信 費 2.000 0 2,000 旅   費 20,000 4、 920 15.080

旅  費 10,000 0 10,000 会 議 費 2,IЮ 0 2,000

会 議 費 1,000 0 1,000 計 316,000 261,822 54,178

一■

ロ 800,000 956,405 △156,405

事

業

部

事 務 費

需 要 費 5,000 0 5,000

△本
　
計
　
部

事 務 費

||:要

`t

10,000 7,130 2870 通 信 費 2,000 0 2,000

通 イ,;費 15,000 20,230 △5,230 旅  費 10,000 0 10,000

旅   費 15,000 0 15,000 会 議 費 2,ⅨЮ 0 2,000

会 議 費 2,000 0 2,000 計 19,〔КЮ 0 19、000

一■
ロ 42,000 27、360 14,640

組

　

織

　

部

活動推進費
プロック・支部
活動支援費 161,700 152,007 9、693

石汗

研究会費
80,000 80,000 0

IF務 費

需 要 費 20,000 0 20,000

支出:口1究会支援
(li古 )|,湘

`,,

50,000 0 50,000 通 信 費 3,000 0 3,000

究

　

部

事 務 費

需 要 費 10,000 15,192 △5,192 旅  費 50,000 0 50,000

通 liピ t 5,000 5,360 △360 会 議 費 3.000 0 3,000

旅  費 20.000 9,060 10,940 計 237,700 152,007 85,693

会 議 費 10,000 9、257 743
事

務

局

費

事 務 費

需 要 費 5,000 14、 321 △9321

175,000 118.869 56,131 旅   費
`HЭ

 () ,000 358,360 41,640

収入決算合計 :12,398,409円  支出決算合計 :7,724,062円
差 ヨ1残 高 : 4,674,347円  第31期繰越金にあてます。
兵庫教育大学大学院同窓会運営横 17金会計は、次のとおりです。

会 議 費 95,000 9,928 85,072

計 500,030 382,609 117,391

総 会 費 運 営 費 350,000 350,000 0

ルt生 協活動 運 営 費 100,000 100,000 0

束 I本震 災復興 支援 金
■城 りll ll島 り.l 岩

「
県 ) 600,000 600、 000 0

運 営 積 立 金 5,000,000 4,457,000 543.000

以上、報告いたします。

平成24年 5月 31目

兵庫教育大学大学院同窓会会長 大 橋  博
同 副会長兼会計部長 Jヒ 山 鎮 道

予
Ｌ
＝ 費 3,397,300 317,990 3,079,310

繰越金・その他 3,397,300 317,990 3.079.310

||
一〓
ロ 11,537,00Э 7,724,062 3,812,938

|

|



第32回兵庫教育大学大学院同窓会・兵庫大会
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争 貯
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第32回 兵庫教育大学大学院同窓会全国大会 (兵庫大会 )平 成24年 7月 28日 方今神戸第一棲

▲ 懇 親 会

次回は

九州大会で

集おう

期日 :平成25年 8月 3日0
～4日 (日 )

会場 :福岡リーセントホテル

第 37号 (8)
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